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日本産淡水魚類に寄生する条虫類目録（1889-2015 年）
長澤和也1
A checklist of the cestodes of freshwater fishes of Japan (1889-2015)
Kazuya NAGASAWA1
要旨：1889～2015 年までの 127 年間に出版された文献に基づき，日本産淡水魚類から記録された条虫類の情報を
寄生虫 – 宿主リストと宿主 – 寄生虫リストに整理して示した。これまでに 32 名義種が報告され，それらは以下の
9 目 12 科に属する：葉片条虫目の葉片条虫科（1 種）；胡桃葉条虫目の楔頭条虫科（1 種），胡桃葉条虫科（3 種），
山口胡桃葉条虫科（5 種）；裂頭条虫目の裂頭条虫科（5 種）；錘吻条虫目の触手頭条虫科（1 種）；吸溝条虫目の吸
溝条虫科（3 種），三尖葉条虫科（1 種）；四葉条虫目の吸葉条虫科（1 種）；杯頭条虫目の杯頭条虫科（7 種）；日本
条虫目の日本条虫科（2 種）；円葉条虫目の多鉤頭条虫科（2 種）。また，本目録には種まで同定されなかった条虫
類の情報も含む。これらの条虫類は 54 種 3 亜種の淡水魚類から記録された。
キーワード：条虫類，寄生虫，淡水魚類，目録，文献集
Abstract: Information on the cestodes of freshwater fishes of Japan published for the 127 years between 1889 and 2015 
is assembled as Parasite–Host and Host–Parasite lists. In total, 32 nominal species of the following 9 orders and 12 
families have been reported: Amphilinidea – Amphilinidae (1 species); Caryophyllidea – Capingentidae (1), 
Caryophyllaeidae (3), Lytocestidae (5); Diphyllobothriidea – Diphyllobothriidae (5); Trypanorhyncha – Tentaculariidae 
(1); Bothriocephalidea – Bothriocephalidae (3), Triaenophoridae (1); Tetraphyllidea – Phyllobothriidae (1); 
Proteocephalidea – Proteocephalidae (7); Nippotaeniidea – Nippotaeniidae (2); and Cyclophyllidea – Gryporhynchidae (2). 
Information on the cestodes not identified to species level is also given, including the species of these orders excluding 
the Nippotaeniidea. These cestodes were reported from 54 species and 3 subspecies of Japanese freshwater fishes.
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究の知見（例えば Littlewood and Bray, 2001；Olson et 
al., 2001；Waeschenbach et al., 2007；Kuchta et al., 





ことである（Kuchta et al., 2008a, 2008b）。
　本目録では下記の 9 目 12 科を取り上げる。
　1. 葉片条虫目 Order Amphilinidea
　　1-1. 葉片条虫科 Family Amphilinidae
　2. 胡桃葉条虫目 Order Caryophyllidea
　　2-1. 楔頭条虫科（新称） Family Capingentidae
　　2-2. 胡桃葉条虫科 Family Caryophyllaeidae
　　2-3. 山口胡桃葉条虫科（新称） Family Lytocestidae
　3. 裂頭条虫目（新称） Order Diphyllobothriidea
　　3-1. 裂頭条虫科 Family Diphyllobothriidae
　4. 錘吻条虫目 Order Trypanorhyncha
　　4-1. 触手頭条虫科 Family Tentaculariidae
　5. 吸溝条虫目（新称） Order Bothriocephalidea
　　5-1. 吸溝条虫科（新称） Family Bothriocephalidae
　　5-2. 三尖葉条虫科 Family Triaenophoridae
　6. 四葉条虫目 Order Tetraphyllidea
　　6-1. 吸葉条虫科 Family Phyllobothriidae
　7. 杯頭条虫目 Order Proteocephalidea
　　7-1. 杯頭条虫科 Family Proteocephalidae
　8. 日本条虫目 Order Nippotaeniidea
　　8-1. 日本条虫科（新称） Family Nippotaeniidae
　9. 円葉条虫目 Order Cyclophyllidea




































　なお，岩田（1938a， 1965， 1973）は 2 種の条虫類 
［マスサンセンヨウジョウチュウ（鱒三尖葉条虫）










Phylum Platyhelminthes Gegenbaur, 1859
条虫綱
Class Cestoda Rudolphi, 1808
単節条虫亜綱
Subclass Cestodaria Monticelli, 1891
　本亜綱の和名は内田（1972）に加えて，山田ほか
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葉片条虫目




文部省， 1988）， アムフィリナ目 （嶋津， 1997b）， 両網
類（山田ほか，1977， 1983）と記されたこともある。
葉片条虫科
Family Amphilinidae Claus, 1879
　本科の和名は岩田（1938a）に従う。
ヨウヘンジョウチュウ（葉片条虫）属
Genus Amphilina Wagener, 1858
　本属の和名は岩田（1938a）に従う。
ヨウヘンジョウチュウ（葉片条虫）
Amphilina japonica Goto and Ishii, 1936
　寄生部位：腹腔









本種に関する解説がある （岩田， 1965；嶋津， 1997a）。
本種の和名は岩田（1938）に従う。
真正条虫亜綱













Caryophyllidea gen. sp. 
　異名：a monozoic cestode（cf. Shimazu, 1981），







Caryophyllidea gen. sp. 
　異名：caryophyllidean（cf. Shimazu, 1990）
　寄生部位：腸











Breviscolex orientalis に類似するという（Scholz et al., 
2001）。
楔頭条虫科（新称）




Genus Breviscolex Kulakovskaya, 1962
　新標準和名は，本属に属する種の頭節がくさび（楔）
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状を呈することに因む。
クサビジョウチュウ（楔条虫）（新称）
Breviscolex orientalis Kulakovskaya, 1962 
　寄生部位：腸
　宿主：ニゴイ Hemibarbus barbus（1, 2, 3, 4），フナ
属の 1 種 Carassius sp.（3） 
　分布：長野県，岐阜県，滋賀県
　記録：1. Scholz et al.（2001）（長野県：千曲川［千
曲市戸倉］，広井川［飯山市寿］；滋賀県：琵琶湖［守
山市］）；2. Olson et al.（2001）（長野県：広井川［飯
山市寿］）；3. 無記名（2002）（岐阜県：自然共生研究
センター）；4. Waeschenbach et al.（2007）（長野県：
広井川［飯山市寿］）
　備考：本種は極東ロシアのアムール川に加え，恐ら
くモンゴルにも分布する（Scholz et al., 2001）。新標
準和名は，属名の和名と同じ理由による。
胡桃葉条虫科
Family Caryophyllaeidae Leuckart, 1878
　本科の和名は岩田（1938a）に従う。
ビホウジョウチュウ（尾胞条虫）属
Genus Archigetes Leukart, 1878
　本属の和名は岩田（1938a）に従う。
イトミミズビホウジョウチュウ（糸蚯蚓尾胞条虫）
Archigetes sieboldi Leuckart, 1878
　寄生部位：腸
　宿主：モツゴ Pseudorasbora parva （1）， ビワヒガイ
Sarcocheilichthys variegatus microoculus （1）， タモロ
コ Gnathopogon elongatus elongatus （= G. elongatus）
（2, 3），ニゴイ Hemibarbus barbus （2）
　分布：長野県，岐阜県
　記録：1. Scholz et al.（2001）（長野県：諏訪湖［諏
訪市］，木崎湖［大町市］）；2. 無記名 （2002）（岐阜県：








て扱われている Archigetes appendiculatus にゴトウイ
トミミズビホウジョウチュウ（五島糸蚯蚓尾胞条虫）




Genus Paracaryophyllaeus Kulakovskaya, 1961
　わが国の本属には下記のゴトウクルミヨウジョウ
チュウ Paracaryophyllaeus gotoi のみが含まれること
から，本属の新標準和名もこれに倣う。
ゴトウクルミヨウジョウチュウ（五島胡桃葉条虫）
Paracaryophyllaeus gotoi （Motomura, 1927）［分子生
物学的に区別できる 2 種（P. cf. gotoi 1, P. cf. gotoi 2）
からなる］
　異名：Caryophyllaeus gotoi Motomura, 1927
（cf. Yamaguti, 1934）
　寄生部位：腸
　宿主：ドジョウ Misgurnus anguillicadatus（1, 2, 3, 








埴市］）；3. 沖野ほか （2004）（岡山県：－）；4. Scholz 
et al.（2014）（長野県：木崎湖［大町市］で P. cf. 
gotoi 1，小河川［飯山市緑］で P. cf. gotoi 2）
　備考：本種は朝鮮（今日の韓国）産ドジョウから得
られた標本に基づいて命名記載された（Motomura, 
1927）。Scholz et al.（2001）は彼らの標本を P. gotoi
として扱ったが，Scholz et al.（2014）による最近の
分子生物学的研究によれば，形態では区別できないが，
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フクタンペンジョウチュウ（副単片条虫）属（新称）





Paraglaridacris limnodrili （Yamaguti, 1934）
　異名：Glaridacris limnodrili Yamaguti, 1934
（cf. Yamaguti, 1934）
　寄生部位：腸
　宿主：カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus（= P. 


































Genus Caryophyllaeides Nybelin, 1922
　わが国の本属には下記のウグイクルミヨウジョウ
チュウ Caryophyllaeidus ergensi のみが含まれ，本属
の新標準和名もこの種の和名に倣う。
ウグイクルミヨウジョウチュウ（鯎胡桃葉条虫）（新称）
Caryophyllaeidus ergensi Scholz, 1990
　寄生部位：腸
　宿主：ウグイTribolodon hakonensis （= T. hakuensis）
（1, 2, 3），エゾウグイ Tribolodon sachalinensis（= T. 
ezoe）（1），ニゴイ Hemibarbus barbus（1），ウキゴリ
属の 1 種 Gymnogobius sp.（1）
　分布：北海道，青森県，長野県，静岡県






静岡県：興津川［静岡市］）；2. Olson et al.（2001）（長











Khawia japonensis （Yamaguti, 1934）























Khawia rossittensis （Szidat, 1937）
　異名：Khawia parva （Zmeev, 1936） （cf. Scholz et al., 
2001）
　寄生部位：腸
　宿主：ギンブナCarassius sp. （= C. auratus langsdorfii） 
（1, 2），ナガブナ Carassius buergeri subsp. 1（= C. 
auratus grandoculis）（2），フナ属の 1 種 Carassius sp. 
（恐らくギンブナ）（1, 2）
　分布：北海道，長野県，滋賀県
　記録：1. Scholz et al.（2001）（北海道：塘路湖［標
茶町］，サルルト沼［標茶町］，長野県：木崎湖［大町




（Scholz et al., 2011a）。新標準和名は，本種がフナ類
に寄生することに因む。
シナチョウジチュウ（支那丁字虫）
Khawia sinensis Hsü, 1935
　寄生部位：腸
　宿主：コイ Cyprinus carpio （1, 2, 3）， 
ニゴイ Hemibarbus barbus（2, 3）
　分布：群馬県，長野県，岐阜県，滋賀県
　記録：1. 中島・江草（1978）（群馬県：磯沼［赤堀
村］）；2. Scholz et al.（2001）（長野県：広井川［飯山






and Yeomans, 1995；Yeomans et al., 1997；Oros et al., 
2009；Scholz et al., 2011b）。本種の和名は中島・江草
（1978）に従う。
裂頭条虫目（新称）











　異名：Ligulidae gen. sp.（cf. Nagasawa et al., 1989）
　寄生部位：腹腔









Diphyllobothrium dendriticum （Nitzsch, 1824）
　寄生部位：内臓











Diphyllobothrium hottai Yazaki, Fukumoto and Abe, 
1988
　異名：Diphyllobothrium ditremum （Creplin, 1825） 
（cf. 堀田ほか，1978）
　寄生部位：胃壁，腸壁，腸間膜，腹腔
　宿主：チカ Hypomesus japonicus（= H. pretiosus）（1, 
2, 3），キュウリウオ Osmerus dentex（= O. eperlanus 
mordax）（1, 2, 3） 
　分布：北海道
　記録：1. 堀田ほか（1978）（サロマ湖）；2. 粟倉










Diphyllobothrium nihonkaiense Yamane, Kamo, Bylund 
and Wikgren, 1986
　異名：Bothriocephalus latus （Linnaeus, 1758）（cf. 
Iijma, 1889），広節裂頭条虫 Dibothriocephalus latus 
（Linnaeus, 1758）（cf. 江口，1922），広節裂頭条虫
Diphyllobothrium latum （Linnaeus, 1758）（cf. Eguchi, 
1926；吉村ほか， 1976；堀田ほか， 1978， 1979；粟倉
ほ か，1985），Diphyllobothrium sp.（cf. 粟 倉 ほ か，
1984）
　寄生部位：筋肉
　宿主：サクラマス Oncorhynchus masou masou



















































子生物学的には D. ditremum に近縁であったが，ホッ
タレットウジョウチュウ D. hottai の可能性も考えら
れるという。
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ウドンムシ（饂飩虫）属（改称）





荒木（1930）も Ligula sp. を「うどんむし」と記した。
下記の備考も参照。
ウドンムシ（饂飩虫）［プレロセルコイド］（改称）
Ligula interrupta （Rudolphi, 1810）
　異名：リギュラ（cf. 無記名，1908），りぐーら（cf. 
石井， 1914）， リグラ（cf. 平坂， 1914；石井， 1915b），
うどんむし Ligula sp.（cf. 半田・荒木，1930），「リグ
ラ」状裂頭条虫 Ligula avium Bloch, 1782（cf. 高木，
1930），「リグラ」状幼裂頭条虫（cf. 古橋，1938），
Ligula intestinalis （Linnaeus, 1758）（cf. 保 科 ほ か，
1965），Ligula simplicissima Rudolphi, 1802（cf. 
Shimazu et al., 1996 as L. simplissima；Shimazu and 
Araki, 2006 as L. simplissima）， カイツブリ二殖条虫・
リ グ ラ 条 虫 Digramma alternans （Rudolphi, 1810） 
（cf. Yamaguti, 1934；亀谷ほか，1965；粟倉，1976， 
1980a；粟倉ほか，1976；粟倉・河村，1976；河村， 
1982；長澤， 1989；佐藤ほか，1990，1991；粟倉・川村， 
1991）， Digramma interrupta （Rudolphi, 1810）（cf. 
Nagasawa et al., 1989； 粟 倉 ほ か， 1992；Awakura, 
1994；粟倉，2006），リグラ条虫 Digramma sp.（cf. 
柳田ほか，1991） 
　寄生部位：腹腔
　宿主：コイ Cyprinus carpio（= 鯉）（1），ギンブナ
Carassius sp.（= C. auratus landsdorfii）（12, 15, 23），
ギンブナ Carassius sp. またはキンブナ Carassius 
buergeri subsp. 2（= SG 型）（13）， フ ナ 属 の 1 種
Carassius sp.（= C. auratus，C. carassius，Cyprinus 
carassius，鮒，フナ，フナ類，ふな）（1, 2, 3, 5, 6, 7, 8, 
9, 10, 11, 17, 20, 24, 25），フナ属の 1 種 Carassius 
sp.（= H 型）（13），ウグイ Tribolodon hakonensis（= 鯎）
（1, 2, 6, 12, 13, 14, 16, 19, 23, 26）， エゾウグイ
Tribolodon schalinensis（= T. ezoe）（21, 22, 23），オイ
カワ Opsariichthys platypus （= Zacco platypus） （18, 19），
ビワヒガイ Sarcocheilichhtys variegatus microoculus 
（= ヒ ガ イ S. variegatus）（11）， タ ナ ゴ 属 の 1 種
Acheilognathus sp.（= タナゴの類）（4），サケ属の 1

























Shimazu et al. （1996） （長野県：諏訪湖）；25. Shimazu 
and Araki（2006）（秋田県：－；長野県：諏訪湖）；
26. Nagasawa and Katahira（2013）（群馬県：奥利根
湖流入河川）
　備考： わ が 国 で， 上 記 の 学 名 を 用 い た の は
Nagasawa and Katahira（2013）が最初である。本種
は古くは Digramma alternans と同定されたが（例え
ば Yamaguti, 1934；粟倉ほか 1976，上記の記録を参
照），その後，この種は Digramma interrupta の新参
異名であったために（Dubinina, 1980），わが国の研究
者（Nagasawa et al., 1989；粟倉ほか， 1992；Awakura, 
1994；粟倉，2006）は Digramma interrupta を用いた。
更に，最近の分子生物的な研究によって Digramma は
Ligulaの新参異名とされるとともに （Luo et al., 2003；
Logan et al., 2004；Kuchta et al., 2008a；Bouzid et al., 
2008；Štefka et al., 2009），Digramma interrupta は
Ligula interrupta として扱われたことから（Štefka et 





類から得た Digramma alternans に対して岩田（1938a）
97日本産淡水魚類に寄生する条虫類目録（1889-2015年）



























　異名：Digramma alternans （Rudolphi, 1810）
（cf. 鈴本，1974）
　寄生部位：腹腔
　宿主：マハゼ Acanthogobius flavimanus（1, 3, 4），






得た幼条虫を Digramma alternans と報告したが，こ
の種は上記のようにコイ科魚類に寄生するものであ
り，その同定は正しくない。市原・亀谷（1987）に
よれば，ハゼ科魚類の 1 種から得られた個体は Ligula 
colymbi の可能性があるという。
ウオノハラムシ（魚之腹虫）属（新称）















　宿主：イトヨ Gasterosteus aculeatus aculeatus












1 種 Cottus sp.（= カジカ Cottus pollux）（1）
　分布：北海道




ないことに加え， 別の 3 種 （ウツセミカジカ C. reinii，
カンキョウカジカ C. hangiongensis，ハナカジカ C. 
nozawae）が生息するので（中坊・甲斐，2013），こ
こではカジカ属の 1 種とする。フィンランド産カジカ
属魚類から Schistocephalus cotti が記載されている
（Chubb et al., 2006）。
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錘吻条虫目







Family Tentaculariidae Poche, 1926
　本科の和名は岩田（1938a）に従う。
ニベリンジョウチュウ（ニベリン条虫）属
Genus Nybelinia Poche, 1925
　本科の和名は岩田（1938a）に従う。
ニベリンジョウチュウ（ニベリン条虫）［未成熟虫］
Nybelinia surmenicola Okada in Dollfus, 1929 
　寄生部位：腹腔，筋肉，胃壁
　宿主：サケ Oncorhynchus keta （1）， カワヤツメ
Lethenteron japonicum（2）
　分布：北海道
　記録：浦和 （1986） （千歳川）；Katahira et al. （2014）
（石狩川）
　備考：本種は海産種であり，宿主の魚類が海洋生活
期中に寄生を受けたと考えられる（Katahira et al., 
2014）。本種の和名は嶋津（1975）に従う。
ショクシュトウジョウチュウ（触手頭条虫）属

















が行われた（Kuchta et al., 2008b）。
吸溝条虫科（新称）













Bothriocephalus claviceps （Goeze, 1782）
寄生部位：腸





パウナギ Anguilla anguilla の可能性もあるという。
Nagasawa et al.（2007）は，Luo et al.（2002）が報告







Bothriocephalus japonicus Yamaguti, 1934
　異名：Bothriocephalus claviceps （Goeze, 1782）
（cf. Luo et al., 2002）
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　寄生部位：腸
　宿主：ニホンウナギ Anguilla japonica（1, 2, 4, 5），




ター）；3．Luo et al.（2002）（鹿児島県：屋久島）；4. 
Scholz et al.（2004c）（茨城県：霞ヶ浦［土浦市］；長
野県：諏訪湖［諏訪市］；滋賀県：琵琶湖；鹿児島県：
屋久島）；5. Kuchta et al.（2008b）（茨城県：霞ヶ浦［土
浦市］）
　備考：Luo et al.（2002）は屋久島産（Yako Island
と誤記）オオウナギから得た標本を B. claviceps に同
定したが，それは恐らく本種であるという（Scholz et 




















Genus Schyzocotyle Akhmerov, 1960
　わが国に産する本属には下記のカネヒラキュウトウ
ジョウチュウ Schyzocotyle acheilognathi が含まれ，こ
の種は長い間キュウトウジョウチュウ属に属していた




Schyzocotyle acheilognathi （Yamaguti, 1934）
　異名：Diphyllobothrium sp. （cf. 中 井， 1930），
Bothriocephalus acheilognathi Yamaguti, 1934（cf. 
Yamaguti, 1934； 福 井，1964； 保 科 ほ か，1965）， 
ハスキュウトウジョウチュウ（鰣吸頭条虫）
Bothriocephalus opsariichthydis Yamaguti, 1934（cf. 
Yamaguti, 1934；中島・江草，1974a， 1974b， 1974c， 
1976a， 1976b， 1977；中島ほか，1977；鈴木・星野，
1978；鈴木ほか， 1979；粟倉， 1980b；市原・沢田， 
1982； 鈴 木・ 福 田， 1983； 無 記 名， 2002）， 
Bothriocephalus fluviatilis Yamaguti, 1952（cf. Yamaguti, 
1952）， Coelobothrium oitaense Kugi and Matsuo, 1990
（cf. Kugi and Matsuo, 1990）
　寄生部位：腸
　宿主：カ ネ ヒ ラ Acheilognathus rhombeus （= A. 
rhombea） （1）， ハスOpsariichthys uncirostris uncirostris 
（= O. uncirostris） （1）， コイCyprinus carpio（= マゴイ，
ニシキゴイ，鯉）（6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15, 17, 
19），スワモロコ Gnathopogon elongatus suwae（3），
ギンブナ Carassius sp. （= C. auratus） （16）， フナ属の
1 種 Carassius sp.（= フナ）（19），ウグイ Tribolodon 
hakonensis（18）， ア ユ モ ド キ Parabotia curta（= 
Hymenophysa curta） （3）， ミナミメダカOryzias latipes
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げ，様々な問題を引き起こしている（Scholz et al., 
2013）。Kugi and Matsuo（1990）によって記載された




（1930） によって Diphyllobothrium sp. として報告され











Family Triaenophoridae Lönnberg, 1889
　本科の和名は岩田（1938a）に従う。
シンキュウジョウチュウ（真吸条虫）属
Genus Eubothrium Nybelin, 1922
　本科の和名は岩田（1938a）に従う。
サケシンキュウジョウチュウ（鮭真吸条虫）（新称）























　異名：Plerocercoide sp.（cf. 藤田， 1922）， 



















　備考：本 種 は サ メ ユ ウ ビ ジ ョ ウ チ ュ ウ
Pelichnibothrium speciosum に 類 似 す る と い う
（Katahira et al., 2014）。海産種であり，宿主のカワヤ
ツメが海洋生活期中に感染を受けたと考えられている
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（Katahira et al., 2014）。
ユウビジョウチュウ（有尾条虫）属
Genus Pelichnibothrium Monticelli, 1889
　本属の和名は岩田（1938a）に従う。
サメユウビジョウチュウ（鮫有尾条虫）［未成熟虫］
Pelichnibothrium speciosum Monticelli, 1889
　異名：Phyllobothrium salmonis Fujita, 1922（cf. 藤田，
1922），Phyllobothrium caudatum (Zschokke & Heitz, 
1914)（cf. 浦和 , 1986）
　寄生部位：腸，幽門垂
　宿主：サケ Oncorhynchus keta（= 鮭），カラフトマ





　備考：Yamaguti （1934） は， Phyllobothrium caudatum
（Pelichnibothrium caudatum と記述）と Phyllobothrium 
salmonis を本種とみなしているので，ここではその見
解に従う。本種の分類学的位置が検討されている















Scholz et al.（1998, fig. 4）が示した四葉条虫目の幼虫
に似ている。
杯頭条虫目










Family Proteocephalidae La Rue, 1911
　本科の和名は岩田（1938a）に従う。
シバンジョウチュウ（四盤条虫）属
Genus Gangesia Woodland, 1924
　本属の和名は岩田（1938a）に従う。
ビワコシバンジョウチュウ（琵琶湖四盤条虫）（新称）












Gangesia parasiluri Yamaguti, 1934
　 異 名：Proteocephalus parasiluri Yamaguti, 1934 in 
part （cf. Yamaguti, 1934; Shimazu, 1993, 1999）
　寄生部位：腸
　宿主：ナマズSilurus asotus（= Parasilurus asotus）（1, 
2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11），ビワコオオナマズ Silurus 
biwaensis（10），コイ科稚魚 cyprinid juveniles（4），
フナ属（= フナ）稚魚 Carassius sp. juveniles（4），ド
ンコ Odontobutis obscura（5），ウキゴリ Gymnogobius 
urotaenia （10）， ジュズカケハゼGymnogobius castaneus
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（10）， イサザ Gymnogobius isaza （10）， ゴクラクハゼ






Olson et al.（2001）（長野県：諏訪湖）；4. 無記名（2002）
（岐阜県：自然共生研究センター）；5. 林ほか（2006）
（福岡県：二ツ川［柳川市］）；6. de Chambrier et al.
（2009）（長野県：諏訪湖）；7. Kodedová et al.（2000）
（長野県：諏訪湖）；8. Hypša et al.（2005）（長野県：
諏訪湖）；9. Ash et al.（2012）（長野県：諏訪湖）；10. 

















Genus Paraproteocephalus Chen in Dubinina, 1962
　わが国の本属は，下記のナマズハイトウジョウチュ




Paraproteocephalus parasiluri （Yamaguti, 1934）
　異名：Proteocephalus parasiluri Yamaguti, 1934 in 
part （cf. Yamaguti, 1934; Shimazu, 1993）
　寄生部位：腸
　宿主：ナマズSilurus asotus（= Parasilurus asotus）（1, 
2, 3, 4, 5, 6, 7），ドンコ Odontobutis obscura（2, 3），
ウ キ ゴ リ Gymnogobius urotaenia （= Chaenogobius 
urotaenia） （2, 3）， ジ ュ ズ カ ケ ハ ゼ Gymnogobius 
castaneus （= Chaenogobius laevis） （2, 3）， イサザ





巨椋池）；4. Shimazu et al.（2000）（東京都：皇居内
の蓮池濠）；5. Scholz et al.（2003）（長野県：諏訪湖）；






（Shimazu, 1993）。ナマズ以外の魚種は第 2 中間宿主




Genus Proteocephalus Weinland, 1858
　本属の和名は岩田（1938a）に従う。
バスハイトウジョウチュウ（バス杯頭条虫）（新称）
Proteocephalus fluviatilis Bangham, 1925
　寄生部位：腸
　宿主：オオクチバス Micropterus salmoides（1, 2），
コクチバス Micropterus dolomiue（3）
　分布：長野県
　記録：1. Shimazu（1990）（木崎湖）；2．Hypša et 
al.（2005）（野尻湖［信濃町，Lake Noiri と誤記：著
者注］）；3. Scholz et al.（2007）（野尻湖）
　備考：本種は，北米から移入されたバス類とともに
日本に持ち込まれたと考えられている（Shimazu, 
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ホトケドジョウハイトウジョウチュウ（仏泥鰌杯頭条
虫）（新称）













Proteocephalus plecoglossi Yamaguti, 1934
　異名：Proteocephalus sp.（cf. 片岡，1930；井上，
1932），Proteocephalus neglectus La Rue, 1911（cf. 片岡，
1932；片岡・門馬， 1932；片岡・門馬， 1933；Kataoka 
and Momma, 1934a；門馬，1935）
　寄生部位：腸
　宿主：アユ Plecoglossus altivelis altivelis （= P. 
altivelis）（= 鮎，小鮎）（1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 
12, 13, 14, 15, 16）， イ サ ザ Gymnogobius isaza 
（= Chaenogobius isaza）（11, 12, 15）， ウ キ ゴ リ
Gymnogobius urotaenia（= Chaenogobius urotaenia）
（11）， ヨ シ ノ ボ リ 属 の 1 種 Rhinogobius sp.（= R. 
brunneus）（11），ヌマチチブ Tridenter brevispinis（15），
ウ ツ セ ミ カ ジ カ Cottus reinii（11, 12）， ニ ゴ イ
Hemibarbus barubus（11, 12, 15），ワタカ Ischikauia 
steenackeri（11）， ハ ス Opsariichthys uncirostris 
uncirostris （= O. uncirostris） （11, 15）， ウ グ イ
Tribolodon hakonensis（11），ビワマス Oncorhynchus 
sp. （= O. masou rhodurus） （11）， ビワコオナマズ





















（Kataoka and Monma, 1934b）。本種は琵琶湖の固有種
と考えられており （グライガー， 2004， 2013；Grygier, 
2011），本種を生物指標として河川に放流された琵琶
湖産アユと在来アユとを識別する可能性が示唆されて










Proteocephalus tetrastomus （Rudolphi, 1810） 
寄生部位：腸
　宿主：ワカサギ Hypomesus nipponensis（1, 2, 3, 4, 5, 
6, 7, 8, 9）， アメマス Salvelinus leucomaenis leucomaenis
（= S. leucomaenis）（1），アマゴ Oncorhynchus masou 







（1997a）（青森県：小川原湖）；4. Scholz et al.（2004）
（長野県：諏訪湖）；5. 大高（2004）（青森県：十二湖）；





























産種の Scolex pleuronectis の可能性もあるという。
ハイトウジョウチュウ（杯頭条虫）属の 1 種 
Proteocephalus sp. 
　寄生部位：腸，幽門垂


















Order Nippotaeniidea Yamaguti, 1939
　本目の和名は山田ほか （1977， 1983） に従う。本目
はニツポタエニデス目 （沢田， 1965）， ニッポタエニデ




Family Nippotaeniidae Yamaguti, 1939
　新標準和名の由来は下記参照。
ニッポンジョウチュウ（日本条虫）属（新称）





Nippotaenia chaenogobii Yamaguti, 1939 
　寄生部位：腸
　宿主：ウキゴリ Gymnogobius urotaenia （= Chaenogobius 
annularis urotaenia，ウキゴリ淡水型）（1, 2, 3, 4），シ
マウキゴリ Gymnogobius opperiens（= ウキゴリ中流
型）（2），ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus（1, 
2），ビリンゴ Gymnogobius breunigii（2），ヨシノボ






et al.（2001）（長野県：諏訪湖）；4. Caira et al.（2014）
（長野県：諏訪湖）
　備考：嶋津（1997a）によれば，Yamaguti（1939）
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ドンコニッポンジョウチュウ（鈍甲日本条虫）（新称）
Nippotaenia mogurndae Yamaguti and Miyata, 1940












　備考：本種は， Hine （1977） によって Amurotaenia 属
に移され，この転属はしばらく認められていたが（例
えば Bray, 1994；嶋津， 1997a）， 近年は再び本属に戻
されている （Olson et al., 2001；Waeschenbach et al., 
2007；Caira et al., 2014）。極東ロシアにも分布し， 近
年， ヨーロッパに持ち込まれた （例えばMierzejewskaya 



























［metacestode（cf. Scholz et al., 2004a），merocercoid（cf. 
井上ほか , 2010；Yoshimura et al., 2015）］
Neogryporhynchus cheilancristrotus （Wedl, 1855）
　異名：Dilepididae gen. sp. 2 （cf. Shimazu et al., 
2000）
　寄生部位：腸，腸外膜，腸粘膜，肝臓，肝膵臓
　宿主：ギンブナ Carassius sp.（= Carassius auratus 
langsdorfii） （1, 2）， オイカワ Opsariichthys platypus 
（= Zacco platypus）（2）， ホ ン モ ロ コ Gnathopogon 
caerulescens（2），カワバタモロコ Hemigrammocypris 
rasborella （= H. neglectus） （3, 4）， ドジョウ Misgurnus 
anguillicaudatus（2）
　分布：東京都，岐阜県，滋賀県
　記録：1. Shimazu et al.（2000）（東京都：皇居内の
上道灌濠）；2. Schloz et al.（2004a）（長野県：広井川
［飯山市寿］，諏訪湖［諏訪市］；滋賀県：琵琶湖［守
山市］）；3. 井上ほか（2010）（滋賀県：ため池［東近
江市］）；4. Yoshimura et al.（2015）（滋賀県：ため池［東
部地域］）
　備考：Shimazu et al.（2000）が報告した Dilepididae 










［metacestode（cf. Scholz et al., 2004a）］
Valipora campylancristrota （Wedl, 1855）
異名：Dilepididae gen. sp. 1（cf. Shimazu et al., 2000）
　寄生部位：胆嚢
　宿主：ギンブナ Carassius sp.（= Carassius auratus 
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分布する （Schloz et al., 2004a）。Shimazu et al. （2000）






Cestoda gen. sp. 
　異名：Pseudophyllidea gen. sp. （cf. 水尾ほか， 1999）
　寄生部位：－
　宿主：アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachnerii
　分布：神奈川県
　記録：水尾ほか（1999）（大岡川）

















カワヤツメ Lethenteron japonicum：Nybelinia 
surmenicola, Phyllobothriidae gen. sp.
チョウザメ目 Acipenseriformes
チョウザメ科 Acipenseridae
チョウザメ Acipenser medirostris：Amphilina japonica
ウナギ目 Anguilliformes
ウナギ科 Anguillidae
オオウナギ Anguilla marmorata：Bothriocephalus 
japonicus
ニホンウナギ Anguilla japonica：Bothriocephalus 
japonicus, Bothriocephalus sp., Cestoda gen. sp.




アブラハヤPhoxinus lagowskii steindachnerii：Cestoda 
gen. sp.
ウグイ Tribolodon hakonensis：Caryophyllaeidus 
ergensi, Ligula interrupta
エゾウグイ Tribolodon sachalinensis：Caryophyllidea 
gen. sp., Caryophyllaeidus ergensi, Ligula interrupta 
オイカワ Opsariichthys platypus：Ligula interrupta, 
Cyclophyllidea gen. spp., Neogryporhynchus 
cheilancristrotus
カネヒラ Acheilognathus rhombeus：Schyzocotyle 
acheilognathi 




ギンブナ Carassius sp.：Khawia rossittensis, Ligula 
interrupta, Schyzocotyle acheilognathi, 
Neogryporhynchus cheilancristrotus, Valipora 
campylancristrota
ギンブナ Carassius sp. またはキンブナ Carassius 
buergeri subsp. 2：Ligula interrupta
コイ Cyprinus carpio：Caryophyllidea gen. sp., 
Atractolytocestus sagittatus, Khawia japonensis, 
Khawia sinensis, Ligula interrupta, Schyzocotyle 
acheilognathi
スワモロコ Gnathopogon elongatus suwae：
Schyzocotyle acheilognathi
タナゴ属の 1 種 Acheilognathus sp.：Ligula interrupta
タモロコGnathopogon elongatus elongatus：Archigetes 
sieboldi, Cyclophyllidea gen. spp.
ナガブナ Carassius buergeri subsp. 1：Khawia 
rossittensis 
ニゴイ Hemibarbus barbus：Breviscolex orientalis, 
Archigetes sieboldi, Caryophyllaeidus ergensi, 
Khawia sinensis, Proteocephalus plecoglossi
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ハスOpsariichthys uncirostris uncirostris：Schyzocotyle 
acheilognathi
ビワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus microoculus：
Archigetes sieboldi, Ligula interrupta
フナ属の 1 種 Carassius sp.：Breviscolex orientalis, 
Khawia rossittensis, Ligula interrupta, Schyzocotyle 
acheilognathi,
フナ属稚魚 Carassius sp. juveniles：Gangesia parasiluri
ホンモロコ Gnathopogon caerulescens：
Neogryporhynchus cheilancristrotus
モツゴ Pseudorasbora parva：Archigetes sieboldi 
ワタカ Ischikauia steenackeri：Proteocephalus 
plecoglossi




gotoi, Paraglaridacris limnodrili, 
Neogryporhynchus cheilancristrotus
フクドジョウ Noemacheilus barbatulus toni：
Diphyllobothriidae gen. sp.




イワトコナマズ Silurus lithophilus：Proteocephalus 
plecoglossi
ナマズ Silurus asotus：Gangesia parasiluri, 
Paraproteocephalus parasiluri, Proteocephalus 
tetrastomus
ビワコオオナマズ Silurus biwaensis：Gangesia 




キュウリウオ Osmerus dentex：Diphyllobothrium hottai
チカ Hypomesus japonicus：Diphyllobothrium hottai
ワカサギ Hypomesus nipponensis：Proteocephalus 
tetrastomus, Diphyllobothrium sp.
アユ科 Plecoglossidae
アユ Plecoglossus altivelis altivelis：Proteocephalus 
plecoglossi
サケ科 Salmonidae
アマゴ Oncorhynchus masou ishikawae：
Proteocephalus tetrastomus, Cestoda gen. sp.
アメマス Salvelinus leucomaenis leucomaenis：
Caryophyllidea gen. sp., Tentacularia sp., 
Eubothrium sp., Proteocephalus tetrastomus
イトウ Hucho perryi：Bothriocephalus sp.
カラフトマス Oncorynchus gorbuscha：
Pelichnibothrium speciosum, Phyllobothrium sp., 
Proteocephalus sp.
サクラマス Oncorhynchus masou masou：
Diphyllobothrium nihonkaiensis
サケ Oncorhynchus keta：Nybelinia surmenicola, 
Eubothrium crassum, Tetraphyllidea gen. sp., 
Pelichnibothrium speciosum
サケ属の 1 種 Oncorhynchus sp.：Ligula interrupta
サツキマス Oncorhynxhus masou ishikawae：
Proteocephalus sp.




イトヨ Gasterosteus cauleatus aculeatus：
Schistocephalus solidus, Schistocephalus sp.
ダツ目 Beloniformes
メダカ科 Adrianichthyidae




オオクチバス Micropterus salmoides：Proteocephalus 
fluviatilis
コクチバス Micropterus dolomiue：Proteocephalus 
fluviatilis
ブルーギル Lepomis macrochirus：Proteocephalus 
plecoglossi
カジカ科 Cottidae
ウツセミカジカ Cottus reinii：Proteocephalus 
plecoglossi
ハナカジカ Cottus nozawae：Schistocephalus sp.
カジカ属の 1 種 Cottus sp.：Schistocephalus sp.
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ドンコ科 Odontobutidae
ドンコ Odontobutis obscura：Gangesia parasiluri, 
Paraproteocephalus parasiluri, Nippotaenia 
mogurndae
ハゼ科 Gobiidae
イサザ Gymnogobius isaza：Gangesia parasiluri, 
Paraproteocephalus parasiluri, Proteocephalus 
plecoglossi
ウキゴリGymnogobius urotaenia：Gangesia parasiluri, 
Paraproteocephalus parasiluri, Proteocephalus 
plecoglossi, Nippotaenia chaenogobii 
ウキゴリ属の 1 種 Gymnogobius sp.：
Paracaryophyllaeus gotoi, Caryophyllaeidus 
ergensi
ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus：Gangesia 
parasiluri
シマウキゴリ Gymnogobius opperiens：Nippotaenia 
chaenogobii
ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus：Gangesia 
parasiluri, Paraproteocephalus parasiluri, 
Nippotaenia chaenogobii,
ヌマチチブ Tridenter brevispinis：Proteocephalus 
plecoglossi
ビリンゴ Gymnogobius breunigii：Nippotaenia 
chaenogobii
マハゼ Acanthogobius flavimanus：Ligula sp.
ヨシノボリ属の 1 種 Rhinogobius sp.：Schyzocotyle 
acheilognathi, Gangesia parasiluri, Proteocephalus 
plecoglossi, Nippotaenia chaenogobii
ハゼ科魚類の 1 種 Gobiidae gen. sp.：Ligula sp.
まとめと今後の研究課題
　本目録により，1889～2015 年の 127 年簡にわが国
の淡水魚類から 9 目 12 科に属する条虫類が報告さ
れ，32 種が種まで同定されていることが明らかになっ
た。また同時に，わが国の淡水魚類 9 目 15 科 54 種 3
亜種（ヤツメウナギ科から 1 種；チョウザメ科から 1
種；ウナギ科から 2 種；コイ科から 17 種 1 亜種；ド
ジョウ科から 4 種；ナマズ科から 3 種；キュウリウ
オ科から 3 種；アユ科から 1 種；サケ科から 6 種 2
亜種；トゲウオ科から 1 種；メダカ科から 1 種；サ
ンフィッシュ科から 3 種；カジカ科から 2 種；ドン



























































































































































































嶋 津　 武（1975）： ニ ベ リ ン 条 虫 Nybelinia surmenicola の 
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